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大
皇
照
天重ねる場合は

手前にお伊勢さまがくるように
おまつりします。

横に並べる場合は
左の順序でおまつりします。

❖お神札は視線よりも高い所に、表側を南か東の方角に
向かっておまつりします。また、毎日お供え（米・酒・塩・
水など）をするのが理想的です。
❖毎日のお供えが無理な方は、月の1日や15日などにお供
えをすることから始めましょう。家族にとっての大切な
日（記念日）などは特別なお供え物をしてお祝いし、家
族の絆を深めましょう。
❖お神札は、年末年始に氏神さまから新しいものを受け
ておまつりしましょう。

❖一年間お守りいただいた古いお神札は、感謝を込めて
受けた神社や氏神さまに納めて、お焚き上げしてもらい
ましょう。
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「千葉県神道青年会 制作」


